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１． はじめに 
 現代の大学教育では、従来からの専門力の育成
と共に、人間力をバランスよく育むことが求めら
れている。「人」への援助を目的とする医療系学部
では、その期待は特に強い。 
これまでに我々は、学生同士のロールプレイや
模擬患者セッションなど様々な方法を活用して医
療コミュニケーションの授業を行なってきた。し
かしその場限りとなることが多く、行動変容にま
で結びつきにくいというのが実感であった。学生
自らがコミュニケーション力不足に気づき、自ら
学ぶモチベーションを高めるカリキュラムを模索
していたところ、鳥取大学医学部 高塚人志准教
授の「ヒューマン・コミュニケーション」授業に
出会った。2005 年、鳥取大学の実践視察を重ねる
うちに、このプログラムにこれまでにない有用性
を感じ、徳島大学での授業企画に至った。 
この授業は、医療人としての人間形成を目指し、
実践的な経験・実習の場を保育所に設定し子育て
支援の地域貢献を行う中で人間力を培おうとする
ものである。（図１） 
この授業は文部科学省 平成 18 年度大学改革
推進事業「現代的教育ニーズ取組支援プログラム
（地域活性化への貢献）」に採択され、平成 20年
度までの 3年間の補助金を得て行なわれている。
平成 19 年度前期までの実施内容と評価を報告す
る。 
 
２．取組の概要（図２） 
 この取組は次の 4つの要素から構成されている。 
① 学内演習（４回） 
特別講演 
ロールプレイによるコミュニケーショ  
ンスキルトレーニング 
保育所実習準備 
② 地域における保育所実習（10回） 
  特定のパートナーとの 1対 1の交流 
（地域の保育所に週 1回 3時間、10 回） 
  医療系教員の配置 
③ 児童館における子育て支援実習（1回） 
 ④ 振り返り（最終授業） 
図 1 取組の全体像（補助金申請資料より）
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３．取組の目的 
①継続的な乳幼児との関わりの中からホスピタ
リティ・マインドを実体験として学び、自ら
の人間関係を見直す機会とし、将来、真に患
者と向かい合える医療者を育てる一助とする。 
②学生の交流を通して、地域の子育てを支援す
る。 
 
４．取組の目標 
①社会人として、基本的なマナーを理解し実践
することができる。 
②相手の気持ちを考え行動することができる。
③自分の考えや気持ちを相手に伝えることが 
 できる。 
④仲間の様子に目を向け、共に喜び合い、励ま
すことができる。 
⑤乳幼児や仲間、指導者との交流を通し、自己
を振り返ることができる。 
 
５．期待される効果 
① 学生への直接的な効果 
・ 基本的なマナーの習得 
・ ホスピタリティ・マインドへの気づき 
・ 「役立ち感」「自己肯定感」の実体験 
・ 仲間への自己開示、信頼関係の構築 
・ 健康な子供の理解（専門準備教育） 
・ 自分の幼少時代の追体験 
② 地域の保育所への効果 
・ マンパワーの充実による保育の向上 
・ 保育士への啓発：学生の関与による観察、
内省 
・ 保護者への啓発：子供と学生の関わりか
らの新たな気づき 
・ 育児健康相談：担当する教員（医師、看
護師、保健師）による観察、助言 
③ 長期的な視点から期待する効果 
・ 子供の存在を身近に捉え、将来の育児、
出産に対する肯定的理解（少子化対策） 
・ 小児周産期医療への関心 
 
６．取組の実施状況 
＜平成 18 年度＞「医学入門」選択コースとして
トライアル実施した。 
後期・医学科 1年生 20 名受講 
＜平成 19 年度＞全学共通教育科目として本格実 
施した。 
前期・医学科 1年生 45 名受講 
   ・保健学科 1年生 70 名受講 
後期・医学科 1年生 50 名受講 
＜平成 20 年度＞19 年度と同様に実施予定 
      前期より実施枠拡大を計画中 
 
７．具体的な授業展開 
授業は全 16回とし、表 1のように展開された。
授業評価は全授業を通しての出席状況、レポート
提出状況及び内容、授業に取り組む姿勢・態度か
ら総合的に判断し、試験は行なわなかった。 
表 1 授業内容 
  内 容 
1 学内演習Ⅰ
  （図 3）
特別講演「ホスピタリティ・マ
インドへの気づき」
講師：鳥取大学医学部 
 高塚人志准教授 
各種アンケート記入 
2 学内演習Ⅱ
  （図 4）
コミュニケーション授業 
・「聴く」こと 
 ・ホスピタリティを学ぶ  
実習準備-パートナー決定 
   プレゼント作成(図 5) 
   ゼッケン(名札)作成 
3 学内演習Ⅲ コミュニケーション授業 
・ノンバーバルコミュニケー
ション 
・協力について 
実習準備-パートナーと保護者
に宛てた手紙作成（図 6）
基本的マナーについて 
保育所実習諸注意 
ヒューマン・コミュニケーション演
習 （１回） 振
り
返
り
地域の保育所実習 
週１回３時間６週 
乳幼児と１対１交流 
ヒューマン・コミュニケ ション演習（３回）
 
地域の保育所実習 
週１回３時間４週 
乳幼児と１対１交流  
子育て支援ボランティア１回：児童館へ１日体験実習（AM:乳幼児と保護者、PM:学童） 
図 2 取組の概要 
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 4 交流実習 1 
乳幼児との交流実習 
＊プレゼントを渡す。 
5 交流実習 2 乳幼児との交流実習 
6 交流実習 3 乳幼児との交流実習 
7 交流実習 4 乳幼児との交流実習 
8 交流実習 5 乳幼児との交流実習 
9 交流実習 6 乳幼児との交流実習 
10 学内演習Ⅳ 
実習中間振り返り 
・コミュニケーションスキル
の確認 
・仲間の交流の様子を知る。
保護者に宛てた手紙作成(図 7)
クリスマスカード作成：H19後期
（図 8）
11 交流実習 7 乳幼児との交流実習 
12 交流実習 8 乳幼児との交流実習 
13 交流実習 9 乳幼児との交流実習 
14 交流実習 10 
乳幼児との交流実習 
＊お礼の手紙を渡す。（図 9）
15 児童館実習 
地域の児童館にて 1日実習 
・初対面、複数の相手に対応 
16 振り返り 
授業を振り返り、自分へ宛てた
「励ましの手紙」を発表する。
図 3 高塚人志准教授による特別講演
図 4 学内演習「自分の想いを伝える、聴く」
図 5 パートナーへのプレゼント 
図 6 まだ見ぬパートナーへ宛てた手紙 
図 7 実習中間保護者に宛てた手紙 
図 8 パートナーを想い、クリスマスカードを作る 
図 9 パートナーと保護者に 
宛てたお礼の手紙 
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８．保育所実習実施要領 
保育所実習の事前準備として表 2に示している
書類を作成した。 
       表 2 準備書類 
書 類 対 象 内 容 
協定書 
・保育所実習 
 
・児童館実習 
 
保育所長と 
  学部長 
市長と学長 
保育所実習、児童
館実習に関する協
定 
2 部作成しそれぞ
れが所持する。 
実習同意書 保護者 保護者に子供との
交流に同意してい
ただけるかを確認
する。 
記録映像使用
に関する承諾
書 
保護者 
（子供） 
学生 
保育士 
交流の様子を映像
として記録する為
にその承諾を確認
する。 
拒否した方は撮影
しない。 
誓約書 学生 子供の個人情報秘
守を確認する。 
保育所に提出。 
健康調査票 学生 学生の健康状態、
感染症の罹患状況
について確認す
る。 
一部、入学時の健
康診断結果を使用
する。 
健康診断結果
提示に関する
承諾書 
学生 入学時健康診断結
果を調べることの
許可を確認をす
る。 
 
学生は動きやすく、汚れても良い服装（ジャー
ジ、T シャツ、トレーナー等）とし、胸に名札と
して「ゼッケン」を縫い付けたエプロンを着用す
る。また、実習時は装飾品をはずすよう徹底する。 
「ゼッケン」：ひらがなで大きく名前を書き、エ
プロンの胸に縫い付ける。これにより安全ピンで
留める名札より、子供にとっての安全が保てると
同時に、保育士・教員が学生の名前を確認しやす
くなる。実習中、学生を名前で呼ぶことが容易に
なった。 
また、交流の写真撮影を拒否している子供のパ
ートナーとなる学生のゼッケンは、文字の色を替
えるなどして、その目印とした。 
 
<1>特定乳幼児との 1対１の交流 
同一乳幼児との長期間交流であり、決して無 
責任な関わりをしないよう指導する。 
パートナーは学生に年齢・性別を伝え、話し合 
いにより決定させる。交流する上で特別な配慮を
必要とする場合（疾病、障害など）はその旨伝え
るが、情報を与えるのは必要最小限にとどめる。
交流期間中、パートナーは原則として交代しない。 
交流をスムーズにスタートさせる為に学内演習
にてパートナーに宛てて手紙（図 6）を書き、事
前に保育所に届ける。また、プレゼントを作成し
（図 5）、初回交流時にパートナーへ渡す。19年度
後期には学内演習にてクリスマスカード（図 8）
を作成しパートナーに渡している。 
実習開始時には毎回、カンファレンスを行い、 
当日の予定や注意事項を伝える。この時、子供、
学生の欠席を確認し、欠席者があればその対応を
する。特に、学生が欠席した際に、そのパートナ
ーがひとりにならないよう留意する。 
実習終了時にもカンファレンスを行う。この時 
には保育士にも参加していただき、意見交換の場
とする。毎回数名の学生が一日の気づき、反省を
発表する。 
交流全体を通して、パートナーの気持ちを表情 
や言動からくみとり、どうしたら相手に寄り添う
ことができるか、よい人間関係を築けるかを考え、
目標を立てて行動するよう指導する。 
<2>保育実習の内容 
通常の乳幼児の生活に寄り添うことを前提と 
する。学生との交流の為に特別な計画を組むこと
はしない。  
<3>保護者とのつながり 
全交流を通して、保護者の存在を意識できるよ 
う指導する。 
実習開始時には、保護者の実習に対する不安を 
軽減することも目的とし、学生がパートナーと保
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護者に手紙（図 6）を書く。手紙は教員が事前に
届ける。19 年度前期終了時に、「どのような学生
さんか事前にわかると安心できる。」という保護者
の意見があったので、後期には学生の写真を入れ
た手紙を作成している。 
実習中間には、交流の様子や、学生の学び、思 
いを伝える為、保護者に手紙（図 7）を書く。こ
れに対し、返事をくれる保護者もあるが、これに
関しては現在保護者の意思に任せている。   
終了時にもパートナーおよび保護者に宛てて 
お礼の手紙（図９）を書く。そして、交流の様子
を撮影した写真を１枚添えた。 
<4>毎回のレポート提出 
実習での学びを振り返るために、学生には毎回 
レポートを提出させる。自分自身の気づき、学び
を言葉として整理し、読み手に分かりやすく文章
化する練習にもなる。 
学生の気づき、学びを保育所側と共有するため、
毎回レポートを保育所に提出し、目を通してもら
う。必要であれば、コメントをもらうこともある。
学生の気づきをまとめ毎回「学習記録」を作成す
る。これは学生全員、保育所に配布する。 
<5>医療系教員の配置 
医療系の教員（医師、看護師など）が毎回現 
場で指導と安全確保にあたる。原則として、交流
を見守り、学生自らの学びを大切にする。 
交流がなかなかスムーズに進まない学生に対し
ては、適宜助言をあたえたり、励ましたりするこ
とも大切な役割である。 
また必要時、育児、健康相談を行なう。 
  
９．授業効果調査の方法 
①学生の学びについて 
１．出席状況（表 3） 
２．コミュニケーションに対する意識調査（図 10） 
   自分自身のコミュニケーションについて 
の簡易アンケート（8項目）。 
授業開始時と、終了時の 2回調査する。 
３．授業を通しての自己変化に対するアンケート
調査（図 11） 
４． 成長報告書（図 12） 
最終実習のレポートとして提出する。 
   学生がこの授業を通して、成長したと思わ
れることを３つ、自由記載する。 
５． 授業に対するアンケート調査（図 13） 
 
②保護者、保育士に及ぼした影響について 
１．アンケート調査（実習終了時） 
 
１０．結果 
① 学生の調査より(アンケート回収率：100％) 
出席状況についてみてみると、本取組以前に行 
われていた「コミュニケーションの基礎」授業に
比べ、約 10％出席率が上がった。また遅刻者数 
は医学科 1.57 人、保健学科 1.2 人であった。（表
3） 
 
表 3 出席状況 
 出席率 遅刻数 
2005 年度（本取組以
前の「コミュニケー
ションの基礎」授業
89.4%   
2007 年度医学科 98.2% 1.57 人/回
2007 年度保健学科 99.2% 1.2 人/回 
 
授業前後の同一アンケート、「コミュニケーショ
ンに対する意識」の調査ではその意識変化を比べ
た。（図 10） 
「⑧少しでもコミュニケーション力を高めたいと
思う」については前も後もほぼ全員がはいと答え
ており、変化はみられなかったが、１～7の設 
問については全ての項目で自己評価が下がってい
た。 
 
 
 
大学教育研究ジャーナル第５号（2008）
－109－
0% 20% 40% 60% 80% 100%
⑧後　今後も、少しでもコミュニケーショ ン力を高め
たいと思う。
⑧前　少しでもコミュニケーショ ン力を高めたいと思
う。
⑦後　乳幼児とふれあうことは苦手ではない。
⑦前　乳幼児とふれあうことは苦手ではない。
⑥後　自分や仲間の長所を素直の受け止めること
ができる。
⑥前　自分や仲間の長所を素直の受け止めること
ができる。
⑤後　相手の気持ちや考えを受け止めた上で行動
することができる。
⑤前　相手の気持ちや考えを受け止めた上で行動
することができる。
④後　相手の表情や行動から相手の気持ちを汲み
取ることができる。
④前　相手の表情や行動から相手の気持ちを汲み
取ることができる。
③後　相手と目線を合わせて、温かい眼差しで対応
できる。
③前　相手と目線を合わせて、温かい眼差しで対応
できる。
②後　挨拶や自己紹介が苦手ではない。
②前　挨拶や自己紹介が苦手ではない。
①後　私は他人と関わるのが苦手ではない。
①前　私は他人と関わるのが苦手ではない。
はい どちらともいえない いいえ
0% 20% 40% 60% 80% 100%
受講前と比べ、コミュニケーション力が高まっ
た。
受講前と比べ、乳幼児とふれあうことが好きに
なった。
受講前と比べ、自分や仲間の長所を素直の受
け止めることができるようになった。
受講前と比べ、相手の気持ちや考えを受け止
めた上で行動することができるようになった。
受講前と比べ、相手の表情や行動から相手の
気持ちを汲み取ることができるようになった。
受講前と比べ相手と目線を合わせて、温かい
眼差しで対応できるようになった。
受講前と比べ、挨拶や自己紹介が苦手ではな
くなった。
受講前と比べ、他人と関わるのが苦手でなく
なった。
はい どちらともいえない いいえ
自己成長ベスト３から
の分析（１１５名）
マナー
（８）
積極性
（１９）
冷静さ
（８）
将来の分野
選択（１）
客観性
（１）
謙虚さ
（５）
子どもが
好き（９）
子育てに
ついて（２）
子どもとの接
し方（１６）
相手を良く
みる（１５）
自然体
（６）
コミュニケー ション力
（１４）
伝え方
（１５）
非言語コミュニケー
ション（１３）
役立ち感（１）
仲間意識
（１２）
素直さ
（５）
責任感
（３）
体力
（４）
忍耐力
（１６）
思いやり
（１０）
相手の立場
の理解（３４）
対等な関係
（１０）
共感
（８）
受容
（３）
コミュニケー ションを
とる態度（１８）
聴く態度
（２２）
聴くスキル
（1２）
子どもの
世話（１）
苦手意識の
克服（８）
自己肯定感
（１６）
自己肯定感
健康な子どもの理解
ホスピタリテイ・マインド
役立ち感
コミュニケー ション能力
医療人としての基盤形成
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生が授業を通して自己変化を意識しているか
の調査では、８つの項目すべてにおいて 60％以上
の学生が良い変化を意識している。（図 11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終レポート「成長報告書」では学生がこの授
業を通して学んだと意識している項目を探った。
（図 12） 
図 10 実習前後の意識変化 115 名 
図 11 授業を通しての自己変化 115 名 
図 12 成長報告書より 115 名 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
この授業を選択してよかった
実習での学びは大きかった
実習は満足できた
この授業を通して自分自身の生き方や普段の人間関係に変化
があったと思う
この授業は自分を振り返る機会になっていると思う
この授業（気づきの学習・乳幼児との交流）は心の癒しや元気、
やる気を育む一助になっていると思う
この授業は「コミュニケーショ ン力」を高めることの一助になって
いると思う
この授業は「役立ち感」を実感し「自己肯定感」の芽を育むことの
一助になっていると思う
この授業はホスピタリティ・マインド（思いやりの心）への気づき
の一助になっていると思う
この授業は改めて基本的なマナーを身につけることの一助に
なっていると思う
実習時間が短かった
実習の記録の量は適切だった
実習後の話し合いでの気づきが次の実習に生かせた
実習前の講義で学んだ知識や技術を活用できた
この授業は仲間づくりに役立っていると思う
この授業は仲間の良いところが見えると思う
グループメンバー（同じ組）は協力的だった
保育士との関係は良好だった
保育士は十分指導してくれた
保育士と意見交換ができた
教員は、あなたに元気ややる気を与えるきっかけとなったと思う
教員の行動はあなたにとってコミュニケーショ ンの模範となって
いたと思う
教員のコメントはあなたに新しい気づきをもたらすきっかけになっ
たと思う
教員との関係は良好だった
教員は十分に指導してくれた
教員と意見交換ができた
担当の子供の興味や関心を理解することができた
担当の子供と十分遊ぶことができた
担当の子供と仲良くなれた
私は子供が好きだ
そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない
図 13 授業に対するアンケート 115 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業全体に対する学生のアンケート結果は図
13 のようになった。 
子供に対しては約 95%が「好きだ」と答えてい
た。子供との交流について「担当の子供と仲良く
できた」「担当の子供と十分遊ぶことができた」「担
当の子供の興味や関心を理解することができた」
の 3 項目で尋ねたが、どれも 90%以上が「思う」
と答えた。 
仲間との関係については、「メンバーは協力的だ
った」「仲間の良いところがみえる」「仲間作りに
役立っている」項目にいずれも 90%以上の学生が
「思う」と答えた。 
教員や保育士との関わりについて、9 項目で尋
ねた。7項目で 90%前後の好回答が得られているが、
「意見交換ができた」と実感した学生はどちらも
約 70%にとどまった。 
授業全体の学びとしては、98%の学生が「マナー
の習得」に役立ったと答えており、「ホスピタリテ
ィ・マインドへの気づき」「役立ち感、自己肯定感
の実体験」についても、それぞれ 99％、92％、の
学生が役立ったと答えた。 
全ての項目で 70％以上の学生が「思う」と答え
ていた。特に「実習での学びは大きかった」「この
授業を選択してよかった」項目に関しては、100%
の学生が「思う」と答えた。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
８．この交流実習を他のクラス・保育所に勧めた
いと思う。（保護者）
８．この交流実習を他のクラス・保育所に勧めた
いと思う。（保育士）
７．今回の交流実習に満足している。（保護者）
７．今回の交流実習に満足している。（保育士）
６．交流実習を通して、自分の「保育/子育て」に
気づきや変化があった。（保護者）
６．交流実習を通して、自分の「保育/子育て」に
気づきや変化があった。（保育士）
５．交流実習によって、保育内容になにか影響が
あったと思う。（保護者）
５．交流実習によって、保育内容になにか影響が
あったと思う。（保育士）
４．子供達は学生との交流を楽しみにしていたと思
う。（保護者）
４．子供達は学生との交流を楽しみにしていたと思
う。（保育士）
３．交流実習を通して子供に変化があったと思う。
（保護者）
３．交流実習を通して子供に変化があったと思う。
（保育士）
２．交流実習前に期待があった。（保護者）
２．交流実習前に期待があった。（保育士）
１．交流実習を受けるにあたって不安なことがあっ
た。（保護者）
１．交流実習を受けるにあたって不安なことがあっ
た。（保育士）
とてもそう思う そう思う なんともいえない そう思わない 全くそう思わない
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜それぞれの質問に対する自由回答＞ 
１ 交流前の不安 
 ・実習学生人数の多さ 
・現代の若者に対する不安 
・子供が抱く不安 
２ 交流に対する期待 
 ・1対１の関わりから得られるもの 
 ・子供が体験する人との出会い 
 ・子供が若者から受ける刺激 
３ 子供の変化 
・実習日を楽しみに待ち、1週間にリ      
ズムができる。 
・引っ込み思案な子が生き生きとして 
きたり、人と積極的に関わろうとす 
  る等子供の人間関係が膨らむ。 
・自分を認めてもらえた嬉しさ、満足   
感などから安定している。 
・甘えすぎ。 
・テンションが上がる。 
５ 保育内容の変化 
 ・難しい作業が個々にあわせて達成で 
  きる。 
 ・自由な「お散歩」ができる。 
６ 保育、子育てへの気づき 
 ・一人ひとりに丁寧に関わることの大 
切さを再認識。 
 ・学生の考え方に触れ、子供を観る視
点が広がった。 
 ・自分の関わりを客観的に考える機会 
  となった。 
 ・気づかなかった子供の表情を発見し
た。 
図 14 保護者、保育士のアンケート結果
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②保護者、保育士のアンケートより(図 14) 
 実習終了後に保護者、保育士の方々に、簡単な 
アンケート調査を行なった。 
 
平成19年度前期は2施設において実習を行なった。 
アンケート回収状況は    
保護者 75 名 回収率 62% 
    保育士 26 名 回収率 100% であった。 
 
保護者、保育士に行ったアンケート結果は 
図 14 のようになった。交流実習前に抱く不安は保
育士に多かった。保護者は 15%と少なかった。２
～８の質問については保護者、保育士とも同じよ
うな傾向がみられた。約半数が交流実習に期待を
もっていた。子供たちが学生の交流を楽しんでい
ると感じた保護者、保育士は約 80%であった。保
育内容が変わったと感じた保護者、保育士は約
20%と少なかった。実習に満足していると答えたの
は保護者 80％、保育士 60％で、それはそのまま今
後の実習を支持する数値と等しかった。 
 また、それぞれの質問に対して「思う」と回答
した内容についての自由回答のうち、多かったも
のをグラフの横に付記した。 
 
１１．考察 
①学生の学びについて 
授業の出席率は高く、遅刻者数も少なかった。
（表 3）また、全実習を通して、遅刻をしても子
供たちに会おうとする態度がみられた。自分自身
に特定のパートナーが存在することが、学生にこ
れまでのコミュニケーション授業ではみられなか
った責任感をもたらしていたのだろう。特定のパ
ートナーの存在は、同時に実習における学生の「い
るべき場所」と「なすべき役割」を明確とするこ
とにつながり、実習に消極的な学生も自然に参加
してゆける要因となった。 
実習前にはコミュニケーションに対する高い 
自己評価があったが、実習後にはその自己評価が
下がっていた。（図 10）これはそれまでの人間関
係の中では感じることのなかったコミュニケーシ
ョンの困難性、重要性に気づき、自己の目標が高
く設定しなおされたことによるものだと考えられ
た。そのため、多くの学生が、自己評価が下がっ
ていたにも関わらず、自分自身の変化としてコミ
ュニケーション能力は高まったと評価していた。
（図 11） 
成長報告書(図 12)では、学生がこの授業を通し 
て自分自身が成長したと思われることを自由記載
で３つあげた。私たちが「ねらい」とした項目に
添った回答がよせられており、期待している学び
ができていたといえる。コミュニケーション能力
に関しては 115 の回答が得られたとともに、実習
終了後のアンケート（図 13）で 98％の学生が「コ
ミュニケーション力を高めることの一助になっ
た」と回答しており、意識の高さがうかがわれた。 
子供に苦手意識を持っていた学生は少なく、多
くの学生が、交流そのものを楽しんだといえる。
しかし少数ではあるが苦手と感じながら実習を行
なっている学生が存在することは忘れてはならな
いと感じた。 
仲間に対しての質問では、好結果がみられた。
子供を介して、これまで知らなかったお互いの素
顔をみることができ、また互いに協力する機会と
なったと考えている。実習の特徴的な部分である、
「一つの保育所で一度に多くの学生を実習させ
る」ことが、この授業の目標である「学生の仲間
作り」に役立つと思われた。 
教員や保育士の関わり方はこの授業の大切な要
素と考えている。今回のアンケートでは比較的良
い回答を得たが、常に授業や実習の現場、そして
レポート等を通し、学生との関わりを深める重要
性を感じた。また、教員と保育士間の意思疎通を
図り、学生が安心して実習に取り組める環境をつ
くることが必須であるだろう。 
この授業の目的としてあげている「ホスピタリ
ティ・マインド」に関してはほぼ全員がそれを意
識することができたと思える回答をした。基本的
マナーについても同様であり、目的に沿った授業
展開ができた。 
「この授業を選択してよかった」「実習での学び
は大きかった」項目について 100％の学生が「思
う」と答えていた他、ほとんどの項目で学生の評
価は高く、前向きで積極的に授業に臨んでいたと
思われた。それは多くの写真に見られる学生の生
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き生きとした笑顔からも察することができた。 
この授業ではこれまでの講義や学内演習では得
られなかった行動変容がみられ、短期的な効果は
認められたといえる。 
 
この「ヒューマン・コミュニケーション」授業
は、自分自身の人間関係を考える授業である。こ
れまで自分中心であることの多い「日常の人との
関わり方」を見直し、「相手の立場に立った人間関
係」の築き方を学ぶ機会ともいえる。継続して特
定の乳幼児（パートナー）に一生懸命向き合う中
で、子供たちの笑顔やぬくもりから「人に向き合
うこと」を考える。頼られ、喜ばれる実体験から
得られる「役立ち感」は「自己肯定感」を生み、
相手に対する責任感も育まれると考えている。 
これらの学びが医療人の基盤形成として定着す
るかは、長期的なプログラムや長期的検討が必要
であると考えるが、これまでの実践を振り返ると
従来の講義や学内演習では得がたい意識・行動変
容がみとめられ、この授業が対人援助に必要な能
力・態度の形成のみならず、プロフェッショナリ
ズム教育の基盤形成にも有用であると考えられる。 
 
②保護者、保育士のアンケートより 
この取組は、学生自身の学びと同時に、その実
践が子育て支援として地域に貢献するものである
ことを目指している。 
交流実習前に保育士が抱く不安は、一度に多数
の学生を受け入れることに起因するものが多かっ
た。しかしその不安は担当教員が常時存在するこ
と、実習をまかせきりにしないことで緩和できた
だろう。保護者の不安は見知らぬ学生にわが子を
預けることによるものが大きかった。現代の若者
に対する不安もあった。授業の中で、学生が保護
者の存在、想いを意識できるよう努めるとともに、
手紙（図 6,7,9）を 3 度作成し、渡しているが、
それが学生と保護者の距離を縮めることに有効で
あったと考えている。また、初回の交流をスムー
ズにする為に、パートナーにプレゼントを作り渡
したが、思いがけぬ学生からのプレゼントに喜ぶ
子供の様子も、保護者と学生の距離を縮める要因
となった。これら学内演習における様々な準備は
学生の実習に対するモチベーションを高めると同
時に、保護者、保育士との関係を円滑にする重要
なポイントとなった。 
保護者、保育士ともに実習に期待するものは大
きかった。「1対１の関わり」に通常の保育では得
られない期待をもっていたと思われる。 
保育内容が変化したと感じた保護者、保育士は
少なく、通常の保育を乱すことなく実習を行えた
と考えている。子供が学生の交流を楽しみにして
いたことを察することもできた。 
子供の変化に「甘えすぎ」などをあげた回答も
みられた。しかし同時に、子供の精神的成長の視
点から考えた時、「思いきり甘える」時間も必要で
あるとの保育士さんからの意見もあった。 
毎回交流後のレポートから、教員が学生の気づ
きをとりあげ作成している「学習記録」は保育所
に掲示し、学生の学びや想いを伝える手段とした。
アンケート結果を見ると保護者、保育士とも「自
分自身の保育・子育てに変化を感じた」と思った
人は 40%前後あった。実習や記録を通して、学生
が子どもと向かい合う姿勢を垣間見た時、それは
自己の保育や育児を振り返るきっかけとなるだろ
う。 
交流全体を通しては、半数以上が満足と回答し、 
「他のクラスや保育所に交流を勧めたい」と回答
していた。この交流が子供の成長を支援する地域
貢献となり、良い影響をもたらしたと考えられる。 
そして、限られた期間ではあるが、保育園に多
くのマンパワーを送り込むことができたこのユニ
ークな試みは、学生の学びとともに地域貢献とし
て、大学と地域のつながりを広げることができた。 
 
８．まとめ 
今回、平成 18 年度、19 年度前期の実践を振り
返り検討したところ、この授業が有用であること
が示唆された。補助金の最終年度にあたる平成 20
年度には、更なる検討を重ねプログラムの改良を
すすめてゆく。 
効果検証についても学生に与える影響と共に、
乳幼児に与える影響も研究してこの授業の意義を
明らかにしてゆきたい。 
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＊この授業は「みなさんが選ぶ優れた授業」で 
徳島大学 平成 19 年度前期共通教育賞を受賞し
ました。 
 
医学生と幼児の１対１の交流：園外保育 
 
保健学科看護学専攻学生と幼児の交流：工作 
医学科学生と乳児の交流：食事介助 
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